
朝

鮮
黄

海

遺
糞

州
向

斜

地

の
地
質

(脚
服
約
七符
〕

竹

原

窄

調
査
地
域
は
輩
海
道
の
北
部
は
付
し

一
部
分
は
平
安
覇
道
は
瓦
っ
て
居
る
｡
平
壌
で
武
義
本
線
の
上
-1
列
軍
に
乗

る
と

fi
時
間
足
ら
ず
で
此
の
地
域
を
横
切
る
報
が
出
凍
る
｡
中
村
教
授
の
多
年
研
究

さ
れ
た
中
和
地
域
は
北
隣
に
あ

わ
､
帝
腕
理
学
士
の
研
究

3
才1
た
貴
橋
地
域
は
北
両
隣
に
あ
-
'
亦
朝
鮮
親
密
府
地
質
調
査
所
島
村
技
師
の
磯
敦
せ

ら
れ
た
塘
三

浦
間
幅
は
西
隣
に
あ
っ
て
教
も
良

い
参
考
と
な
っ
た
｡
終
始
御
指
導
を
胸
は
-
且
御
多
忙
中
わ
ざ
わ
ざ

現
地
に
於

い
て
野
外
指
導
近
し
で
頂

い
た
申
村
数
授
け
深
-
威
謝
の
意
を
表
し
ま
す
｡

地

質

系

統

原
生
非
'
解
脱
系
上
部
､
洞
堂
隅
統

御
原
鮎
放
岩
････-
鮎
双
岩

-

中

村

不

整

合

-
1

下
部
塞
武
利
離
薫
.
松
井

統

丈
山
里
層
…

‥

粘
板
岩
､
珪
岩
､
石
灰
岩

中
和
腎

･･
･
砂
質
百
着
､
鮎
放
岩
､
砂
岩
､
石
衣
岩

朝
鮮
米
佃
踏
米
州
向
斜
地

の
地
駅

ニ
監

九



地

球

節
二
十
二
穆

揖
山
里
圏

･
石
衣
岩
､
砂
岩
､
琵
岩
質
砂
岩
､
粘
板
岩

A
.
中
部
塞
武
利
敢
薫
､
堂
山
耽

天
粧
甲

-
･
石
衣
岩
'
白
雲
質
石
灰
岩
'
林
柑
宵
岩

奥
陶
薫
p
晩
連
続

斗
岩
山
暦
･･････石
衣
岩
'
白
雲
栗
石
坂
岩

閏
非
樹
-
･-
･石
衣
岩
､
白
雲
質
石
衣
岩

･･-

･小
整

合

I

･

第

四

系

新
p
帝
河
成
層
-
･･
･･砂
'
磯
､
泥

地

形

第
四
舵

二
川
六

..CJ

地
形
は
岩
石
の
分
布
に
明
瞭
に
支
配
n
れ
て
居
て
北
部
東
部
及
南
部
の
下
部
塞
武
利
並
系
及
元
塞
武
利
亜
系

(主

と
し

て砂
岩
鮎
振
碧
よ
-
成
る
)
か
ら
成
る
所
は
傾
斜
が
急
で
此
校
的
高
-
､
奥
陶
系
及
上
'
中
部
塞
武
利
由
系
(主

と
し
て
石
灰
岩
よ
-
成
る
)
か
ら
成
る
地
域
は
閲
み
む
帯
び
た
低

い
丘
を
成
し
て
居
る
｡
.下
部
塞
武
利
亜
系
及
先
塞

武
利
範
系
が
作
っ
て
屠
る
高
地
は
､
葦
州
輝
の
米
側
か
ら
始
ま
っ
ノ上
二
宵
八
十
閃
光
飴
の
天
精
出
と
成
り
荷
東
方
に

通
夜
-
方
向
を
北
東
に
鼻
化
し
て
上
馬
山
と
成
-
頓
で
北
両
方
向
に
壁
か
枝
分
れ
し

一
は
高
井
山
と
成
-
他
は
幾
分

西
方
に
向
っ
て
延
び
黒
橋
畔
の
北
部
に
捕
ま
っ
て
屠
る
O
雷
岩
や
粘
板
岩
は
石
灰
岩
に
比
較
し
て
淀
蝕
作
用
に
封
す



る
抵
抗
力
が
少
い
や
う
に
考

へ
ら
れ
る
が
此
の
地
方
で
は
雄
丘
と
在
っ
て
高
地
を
形
成
し
て
屠
る
｡
石
灰
岩
の
上
の

厚

い
域
留
粘
土
や
ド
-
1
ネ
の
布
衣
を
考

へ
る
と
溶
蝕
作

用が
働

い
て
屠
る
都
が
わ
か
る
｡
ア
で
フ
キ
ヤ
山
脈
地
方

に
放
て
も
溶
蝕
作
用
に
よ
っ
て
石
衣
岩
地
域
は
他
の
岩
石
か
ら
成
る
地
域
よ
-
連
に
准
卒
脱
化
が
行
は
れ
ね
例
が
あ

る
と
辻
村
理
撃
士
は
迦
べ
て
屠
る
｡
此
の
地
方
は
夏
期
は
豪
雨
は
見
舞
は
れ
､
冬
期
は
重
来
が
乾
燥
し
内
地
は
比
べ

て
非
常
は
冷
避
で
あ
わ
凍
結
と
降
雪
の
蔑
め
激
し

い
風
化
作
用
が
行
は
れ
る
事
は
疑
の
無

い
事
で
あ
る
か
ら
此
の
作

淵
に
封
す
る
抵
抗
力
の
大
小
も
考

へ
る
必
要
が
あ
る
｡
結
晶
貿
白
雲
貿
石
灰
岩
は
微
細
夜
捌
口
が
多
-
白
色
粗
粒
ほ

て
砂
岩
様
の
外
観
を
量

し
て
屠

-
､
風
化
作
用
の
進
ん
で
居
る
も
の
は
非
常
に
砕
け
易

い
｡
岩
石
の
色
が
白
叉
は
淡

色
で
あ
る
馬
め
も
あ
っ
て
土
着
の
戒
者
は
盟
石
衣
と
呼
ん
で
居
る
程
で
あ
る
｡

中
央
低
地
の
残
留
粘
土
の
厚
い
所
は
小
乾
谷
が
切
-,h込
ん
で
所
々
に
効
の
棟
を
石
灰
岩
が
突
出
し
て
居
る
｡
亦
小

ド
リ
ー
ネ
の
如
き
も
の
も
二
三
見
受
け
ら
れ
る
.
中
央
の
石
衣
岩
地
域
内
で
は
石
衣
洞
を
発
見
す
る
事
が
出
来
な
か

っ
た
が
p
高
地
を
成
し
て
居
る
下
部
塞
武
利
缶
系
中
の
比
較
的
厚

い
レ
ン
ズ
状
石
衣
岩
の
中
に
二
箇
だ
け
観
察
す
る

事
が
出
来
た
｡

<i
つ
は
豊
橋
両
院
洞
里
の
北

<E
粁
の
所
に
他
は
黒
構
面
培
洞
に
あ
っ
て
共
に
溶
蝕
作
用
の
馬
め
に
鐘

じ
だ
も
の
で
'
圏
面
は
平
行
に
五
十
米
ば
か
-
延

で居
ら
鋸
乳
石
及
石
笛
を
和
し

て居
る
｡
院
洞
の
も
の
は
縦
断
面

は
三
階
段
を

不
し
横
断
面
は
朋
に

よ

っ
て
草
種
が
英
-
側
壁
に
は
特
別
な
流
水
の
浸
蝕
作
用
の
跡
を
止
め
て
居
な

い
.
溶
蝕
作
用
の
馬
め
に
此
の
洞
穴
が
出
水
お
役
に
地
下
水
準
面
が
相
対
的
に
降

～,L基
気
が
後
入
し
て
現
在
あ
る
鋸

乳
石
､
宥
筒
む
生
じ
iJ
も
の
と
恩
は
れ
る
｡

中
火
低
地
の
石
衣
岩
地
域
に
は
数
多
の
泉
が
厚

い
残
留
粘
土
の
中
か
ら
湧
H
L
で
居
る
が
地
質
構
造
と
合
せ
考

へ

朝

脚

部

淑
践
粥
州
･Z
斜
地
の

地

現

二
男

i



地

政

餌
二
十
二
怨

鰐

川

雛

二
川
(

一
二

て
見
る
に
殆
ど
皆
向
斜
軸
は
潜
っ
て
居
る
か
ら
､
菅
で
常
地
に
は
後
に
遇
る
准
平
原
化
と
典
は
カ
ル
ス
ト
地
形
が
生

じ
明
春
は
残
留
粘
土
に
覆
は
れ
ね

=
B
ed
eCk
te
K
a
r
ste
"

で
あ
る
か
79
知
れ
を

い
｡

葦
州
曙
の
北
西
は
御
原
索
の
鮎
赦
岩
が
石
衣
岩
地
よ
わ
多
少
高
ま
っ
て
南
北
は
連
な
っ
て
屠
る
｡

其
の
架
線
と
蘭

練
は
断
健
で
奥
陶
薫
に
接
し
て
居
少
､
北
鍵
と
西
棟
は
資
際
に
観
察
し
得
意
か
つ
穴
が
多
分
大
石
灰
岩
薫
の
.中
に
地

鼎
を
な
し
て
屠
る
ら
し

い
.

石
衣
岩
地
域
と
砂
岩
貫
岩
地
域
の
境
界
に
中
部
塞
武
利
誼
配
の
化
石
に
富
ん
だ
林
材
質
岩
と
云
は
れ
る
純
色
貼
坂

岩
が
あ
っ
て
､
特
徴
あ
る
地
形
を
卑
し
で
居
り
遠
方
か
ら
虹
は
林
村
頁
岩
の
春
在
が
認
め
ら
れ
る
場
各
が
あ
る
｡
之

は
下
部
塞
武
利
並
系
の
砂
岩
貢
岩
よ
り
一
段
低
-
帯
状
を
な
し
て
霜
田
し
て
居
少
一
種
の
段
丘
の
如
-
見
え
る
｡
塞

武
利
並
系
の
下
底
近
-
ほ
存
在
す
る
替
地
の
珪
岩
は
風
化
作
用
に
封
す
る
抵
抗
力
が
窮
-
山
頂
や
断
崖
を
成
さ
ず
､

反
つ
で
申
和
暦
の
中
部
は
春
す
る
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
色
の
貫
岩
が
数
多
の
レ
ド

ッ
キ
ヤ
を
風
化
面
に
露
出
し
て
山
頂
を

成
し
て
居
る
場
合
が
多

い
｡

現
衣
見
る
地
形
は
地
質
構
造
に
は
正
接
の
輔
係
は
無
-
岩
石
の
性
質
に
多
分
に
支
配
さ
れ
て
居
る
が
之
は
地
形
が

老
年
に
達
し
で
居
る
故
で
あ
ら
う
｡
皆
地
は
狗
立
し
た
黄
州
鵜
平
原
と
云
ふ
よ
～,Lも
寧
ろ
平
安
南
道
に
鹿
-
教
達
し

で
居
NS
楽
浪
唯
卒
脱
の

一
部
と
考

へ
庇

い
｡
何
故
琴

b
ば
楽
浪
准
平
原
の

1
部
で
あ
る
中
和
地
方
は
飲
み
に
接
近
し

て
屠
り
地
質
時
代
も
構
成
し
て
居
る
岩
石
の
種
類
も
地
質
構
造
も
似
て
屠
-,L
且
土
地
の
甫
ru79
さ
し
て
婁
ら
な

い
か

ら
で
あ
る
｡
下
部
塞
武
刺
戟
系
及
解
脱
系
の
砂
岩
首
岩
か
ら
成
る
所
は
柿
に
高
さ
二
百
米
h
t越
え
る
都
も
あ
る
が
概

し

て宵
-
二
宮
米
で
班
丘
を
成
し
て
屠
る
0
輩
州
騨
北
東
の
斗
岩
出
は
奥
陶
系
の
石
衣
岩
か
ら
成
っ
て
居
る
が
二
百



三
十
六
米
の
高
距
を
有
し
常
地
域
唯

?
の
石
衣
岩
場
R
で
あ
る
｡
中

英
低
地
は
大
石
衣
碧
系
か
ら
成
-
梅
按
十
.S
千
･

t百
米
の
授

い
波
状
を
示
し
.～)J
屠
-
､
其
の
波
長
が
比
較
的
無

い
の
は
残
丘
が
近
接
し

て存
在
す
る
為

め
で
あ
っ
て
相

磯
丘
が
多
-
な
れ
ば
沙
曳
航

･
股
川

･
成
川
等
ほ
見
る
如
-
唯
平
原
の
特
性
が
消
失
す
る
0
此
の
唯
中
原
は
遼
東
半

島
に
登
蓮
す
る
遼
東
唯
平
原
の
如
-
低
付
置
唯
卒
頂
で
あ
る
｡

群
原
糸
と
塞
武
利
亜
系
及
寒
武
利
亜
系
と
奥
陶
系
の
関
係

朝
鮮
に
於
け
る
原
塵
界
と
塞
武
利
並
系
軌
摘
係
は
従
来
傾
斜
不
整
合

で
は
無

い
と
考

へ
ら
れ
て
居
ね
が
明
瞭
に
述

'<

べ
ら
れ
た
事
は
少

い
｡
曽
地
域
で
は
中
村
教
授
の
文
川
里
珪
岩
の
下
は
薄
層
で
は
あ
る
が
磯
岩
或
は
角
磯
岩
が
存
在

し
砕
原
索
の
粘
板
岩
を
殆
ど
同
じ
暦
向
傾
斜
で
被
覆
し
て
居
る
の
が
観
察
ざ
れ
る
.
珪
岩
や
粘
板
岩
の
磯
が
赤
色
の

雷
岩
質
物
質
で
固
め
ら
れ
て
屠
る
.
併
し
磯
岩
層
は
優
々
石
衣
質
の
磯
岩
､
音
色
貼
戚
岩
及
び
鮮
赤
色
粘
板
岩
で
置

換
さ
れ
る
の
で
塞
武
利
並
系
の
基
底
の
露
出
が
あ
つ
で
も
必
L
も
磯
岩
が
赤
茶
す
る
と
は
限
ら
在

い
｡
基
底
に
あ
る

此
の
鮮
赤
色
粘
板
岩
の
色
が
造
陸
運
動
及
創
副
作
用
に
摘
係
が
あ
っ
て
浅
海
性
沈
積
物
で
あ
る
事
を

ホ
せ
ば
非
常
に

好
都
合
で
あ
る
｡
鮮
赤
色
粘
板
岩
が
琵
岩
質
な
る
場
合
に
は
時
々
腕
足
介
と
三
業
鹿
を
含
ん
で
居
る
｡
之
は
朝
鮮
に

於
け
る
敢
下
位
含
化
石
暦
で
あ
る
｡
中
村
数
接
は
塞
武
利
亜
系
の
基
底
は
闘
し
て
政
も
適
切
且
明
瞭
な
解
秤
を
輿

へ

｣ノ

て
屠
ら
れ
る
の
で
其
の
極
-
大
濃
を
記
し
て
見
る
と
即
ち
中
和
地
方
の
東
部
及
東
方
に
於

い
て
常
に
弼
堂
隅
続
の
石

衣
岩
中
に
岩
床
を
な
し
て
屠
る
純
色
脈
岩
の
片
塊
及
千
枚
岩
様
粘
板
岩
.
珪
岩
の
磯
を
有
す
る
角
磯
岩
が
下
部
演
武

利
斑
系
の
下
底
を
構
成
し
恨
脊
静
偉
上
整
合

せ
る
7g
両
党
隅
世
後
の
浸
蝕
は
鼎
常
大
在
-
し
79
の
と
云
ふ
べ
-
塞
武

朝
鮮
斌
油
沼
粥
州
内
御
地
の
地
朝

議

九

.L
三



地

球

節

二
十
二
各

節
肘
枕

こ
き

Li
凹

利
茄
系
と
解
脱
系
と
の
閏
に
は

一
大
眺
隙
あ
-
て
鮮
原
系
を
原
蕉
代
と
見
放
す
部
の
通
切
な
る
を
知
る
と
O
三
共
歳

p

rotolenus
を
含
む
赤
色
貫
岩
層
の
下
に
春
す
る
磯
岩
が
非
常
に
薄
-
と
も
或
は
金
-
融
け
て
居
て
も
此
の
暦
準

は
塞
武
利
亜
系
の
基
底
で
あ
っ
て
塞
武
利
並
系
が
原
錐
代
の
御
原
系
を
平
行
不
整
合
は
被
ふ
も
の
と
考

へ
ら
れ
る
｡

目
を
満
洲
は
樽
じ
て
見
る
な
ら
ば
関
東
州
金
州
の
北
部
に
於

い
て
下
部
塞
武
利
亜
系
金
州
舵
は
原
塾
代
の
閥
東
経

を

一
見
整
各
に
被
覆
し
て
屠
る
如
-
見
え
る
け
れ
ど
も
金
州
舵
の
基
底
に
は
同
様
な
基
底
磯
岩
NLJ観
察
す
る
部
が
出

L

八

凍
る
O

鞍

山
の
西
方
に
於

い
て
は
千
枚
岩
状
粘
板
岩
h
t塞
武
利
鼓
索
の
基
底
磯
岩
が
不
整
合
に
被
っ
て
屠
-
､

遼

陽

の
某
に
於

い
て
は

一
見
盤
各
的
で
は
あ
る
が
朗
に
よ
･I
厚
さ
を
塵
化
す
る
橋
頭
珪
岩
の
上
に
避
武
利
亜
系
の
基
底
塵

九

岩
が
あ
-
'
此
の
磯
岩
の
下
に
は
浸
蝕
面
が
見
ら
れ
る
の
み
な
ら
ず
上
下
の
静
は
傾
斜
の
不
同
ru
へ
観
察
さ
れ
る
O

]〇
.

〓
二
二'
一-

叉
金家
城
手
に
於

い
て
は
原
錐
代
珪
岩
の
上
に
不
整
(
=
に
瀕
梅
性
の
塞
武
利
亜
系
の
基
底
が
乗
っ
て
屠
る
｡
北
支
酢

方
面
に
於

い

ては
下
部
避
武
利
亜
属
領
頭
骨
は
先
建
武
利
亜
紀
の
種
々
の
岩
層
の
執
れ
か
む
赦
ふ
が
.
南
口
石
衣
岩

一門

層
叉
は
荘
川
砂
岩
厨
と
は
並
行
不
整
合
の
闘
係
は
あ
-
(
局

部
的
に
は
墓
山
砂
岩
と
交
斜
不
盤
各
)筆
村
粘
板
岩
暦
及

].,IJ

之
よ
-
有
期
の
岩
刑
と
は
顕
著
な
変
斜
不
整
合
h
t以
っ
て
接
し
て
居
る
｡
又

満

洲
及
朝
鮮
は
於
で
も
呼
に
は
飴
珪
代

の
片
麻
岩
が
下
部
塞
武
利
並
系
に
破
れ
て
屠
る
｡

塞
武
利
茄
系
か
ら
奥
陶
系

へ
の
移
過
部
と
考

へ
ら
れ
る
所
に
は
不
整
合
は
見
ら
れ
な

い
が
貫
岩
貿
石
衣
岩
､
貴
色

白
雲
贋
石
衣
岩
及
嬬
亜
状
石
衣
岩
等
が
布
衣
L
波
武
利
並
系
の
も
の
と
は
大
分
興
っ
て
屠
る
.
兼
斗
岩
山
に
於

い
て

は
貫
岩
欝
石
衣
岩
(
斗
岩
出
暦
A
)は
極
-
小
型
の
班
足
頻
々
似
物
さ
へ
含
ん
で
屠
る
｡
袈
武
利
茄
配
と
奥
陶
配
と
を

劃
す
る
大
造
陸
運
動
の
影
響
を
受
け
で
屠
る
卯
が
知
ら
れ
る
｡

-
一-･･一･
･蓬

｣



常
地
域
で
は
袈
武
利
範
系
下
部
中
部
及
奥
陶
系
下
部
の
化
石
は
探
基
招
魂
ね
が
上
部
避
武
利
範
配
の
化
石

恕
鶴
見

し
得
な
か
っ
た
の
は
甚
だ
機
念
で
あ
る
｡
多
分
岩
石
が
非
常
は
結
晶
質
に
塵
じ
て
屠
る
為
に
採
基
が
国
難
の
故
で
あ

る
と
;
･3
ふ
｡
大
渦
巻
石
衣
岩
は
皆
地
域
で
は
奥
陶
系
の
下
底
と
考

へ
ら
れ
る
所
に
は
無
-
臥
龍
練
の
化
石
お
産
す
る

暦
準
の
荷
は

上
位
は
あ
る
｡

地

質

構

造

此
の
地
域
の
鮮
原
索
塞
武
利
薮
系
及

奥
陶
系
は
屡

々
地
殻
挺
動
は
見
舞
は
れ
て
居

-
其
の
主
要
を
も
の
は
第

l
ほ

激
烈
家
相
曲
起
動
'
之
に
伴
っ
て
起
っ
た
数
多
の
衝
動
､
第
二
は
断
簡
運
動
で
あ
る
｡
現
在
の
岩
石
の
分
布
は
主
と

し
て
補
曲
の
結
果
蕉
じ
允
も
の
で
あ
る
が
北
部
の
境
丘
群
は
衝
動
運
動
の
薦
め
に
地
層
が
放
逸
し
て
屠
る
｡

摺
曲
及
衝
動

南
東
部
は
於
け
る
小
な
る
も
の
む
除
け
ば
企

て殆
東
西
方
向
方
の
摺
曲
朝
を
有
し
て
居
る
｡
主
要

孜
も
の
は
中
央
の
石
衣
岩
地
に
春
水
す
る
向
斜
で
あ
っ
て
西
方
は
向
つ
て
雀
に
軸
を
沈
め
て
屠
る
｡
央
故
岩
石
の
露

出
は
西
方
に
閃

い
た
馬
蹄
形

h
t成
し
て
屠
る
O
黄
州
騨
北
東
の
斗
岩
山
附
妃
に
は
局
部
的
な
向

斜
及
背
斜
が
あ
か
土

地
の
高
低
と
闘
聯
し
面
白

い
岩
石
の
分
布
を
不
し
て
居
る
｡
叉
東
方
上
馬
両
地
域
に
於

5,
で
は
北
東
方
向
の
小
稽
曲

軸
が
あ
る
が
此
の
方
面
は
調
査
不
充
分
な
薦
め
に
明
に
述
べ
ら
れ
な

い
｡
北
部
の
砂
岩
雷
岩
よ
-
成
る
地
域
に
は
各

二
つ
の
向
斜
放
背
斜
が
あ
っ
て
軸
は
束
西
は
向

っ
て
屠
る
之
等
は
非
封
栴
性
､
等
斜
性
或
は
北
方
は
向
つ
tJ
倒
れ
て

居
る
構
臥
謂
曲
で
あ
る
｡
松
羅
舵
の
化
石
の
.分
布
及
び
文
山
里
暦
中
の
珪
岩
の
露
出
の
状
態
か
ら
察
し
で
黒
橋
畔
の

牝
兼
に

7
親
の
向
斜
及
骨
斜
摺
州
の
布
衣
が
認
め
ら
れ
る
｡
曹
斜
朝
は
西
方
に
向
つ
て
傾
斜
し
て
居

少
摺
曲
は
次
筑

朝
鮮
非
沌
氾
粥
川
向
斜
地

の
地
代

嘉

一

t,
先



地

球

節

二
T
二
怨

餌
円
状

三

村
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六

に
不
明
瞭
に
な
る
ら
し
い
0

東
方
に
向
つ
て
は
無
化
石
で

且
岩
男
の
婁
化
は
乏
し
い
弾

原
系
上
部
の
粘
板
岩
暦
中
に

入
る
籍
め
明
で
な

い
0
他
の

向
斜
及
背
斜
は
高
井
両
地
方

に
存
在
し
､
背
斜
朝
は
山
伊

里
か
ら
兼
方
に
向
つ
て
月
懸

明
迄
迫
ふ
非
が
出
来
る
が
之

も
亦
両
方
は
向
つ
て
突
込
ん

だ
も
の
で
あ
る
｡
向
斜
軸
は

高
井
両
の
北
側
に
布
す
る
谷

の
中
は
あ
っ
て
堂
洞
附
鑑
か

ら
新
村
は
向
つ
て
居
る
｡

F
替
地
に
は
中
部
奥
陶
系
よ

-
若

い
地
層
が
無
-
摺
曲
_運

動

の
時
親
を
直
接
決
定
す
る



邦
は
川
水
な
し､
が
想
-
-
棟
雅
紀
中
華
以
後
-_T.T
雅
紀
以
前
に
起
っ
た
大
畢
礎
動
は
由
沸
し
て
屠
る
と
恩
ふ
o
又
以
下

は
蓮
る
衛
動
7?
神
曲
と
同
時
に
闘
魂
LJ
と
考

へ
北
隣
中
和
地
方
の
構
造
か
ら
推
測
し
て
北
側
の
地
魂
が
南
側
の
も
の

は
簡
下
し
或
は
衛
上
し
て
居
る
の
で
あ
る
｡

衛
動
は
四
つ
の
垂

行
な
衝
下
と
考
ふ
吋
き
も
の
が
あ
っ
て
兼
同
方
向
に
延
び
て
居
り
南
に
四
十
五
度
乃
東
二
十
五

度
の
.傾
斜
を
な
し
て
居
る
｡
北
よ
少
数

へ
て
第
三
番
目
の
も

の

は
槍
井
の
南
か
ら
看
兼
の
北
迄
跡
を
迫
ふ
革
が
出

凍
､
卓
洞
附
近
で
南
光
-
北
開
の
方
向
は
走
向
の
鼻
化
を
見
､
月
懸
幌
の
切
制
で
は
政
も
良
-
衝
動
の
露
出
を
観
察

す
る
事
が
出
凍
る
｡
虎
綱
附
近
で
は
寓

へ
約
四
十
度
傾
斜
し
て
居
る
が
月
懸
幌
の
露
出
で
は
郷
原
系
は
属
す
る
黄
緑

色
千
枚
岩
状
粘
板
岩
の
下
に
中
和
暦
の
赤
線
色
粘
板
岩
が
春
在
し
開
者
の
間
に
は
破
砕
帯
が
あ
っ

て其
の
傾
斜
は
南

西
二
十
五
度
棟
で
あ
る
｡
北
よ
少
第

一
番
目
及
姉
二
番
目
の
衝
動
は
附
閲
は
示
n
れ
て
居
る
よ
少
甜
兼
閥
に
妊
て
居

る
や
う
で
あ
る
が
調
査
未
了
で
あ
る
.
第
四
番
目
の
も
の
は
盈
橋
輝
の
南
方
に
想
像
さ
れ
る
衝
下
で
あ
っ
て
有
難
洞

の
南
方
か
ら
東
に
向
っ
て
走
-
次
第
に
小
鼻
位
の
79
の
と
威
力
堂
洞
附
近
ほ
於
い
て
は
殆
ど
考

へ
ら
れ
を
-
在
る
｡

輩
州
騨
北
方
の
永
藍
川
に
滑
ふ
第
四
系
の
下
に
は
地
層
の
踊
係
か
ら
見
て
北
側
の
地
塊
が
南
側
の
も
の
～
上
に
荷
上

し
た
東
西
方
向
の
低
角
度
衝
動
線
が
あ
る
.

断

層

北
東
-
捕
西
戎
は
支
那
方
向
の
断
層
は
唯

一
つ
椿
伸
か
ら
龍
淵
洞
の
南
方
は
到
る
も
の
が
あ
る
の
み
で

南
東
側
罫
で
あ
る
.
北
々
西
-
商
々
東
成
は
南
北
即
朝
鮮
方
向
の
断
層
は
多
数
は
あ
る
｡
正
断
層
か
逆
断
層
か
を
釈

定
す
る
澄
糠
は
不
明
で
あ
る
が
著
し
水
平
婁
位
が
大
で
な
い
と
暇
定
す
れ
ば
断
暦
の
両
側
相
互
の
垂
直
夢
枕
は
岩
石

-六

の
配
置
と
其
の
厚
n
か
ら
推
定
す
る
轟
が
田
凍
る
0
東
側
或
は
東
北
東
側
の
落
ち
て
居
る
の
が
多

い
串
は

中
和
地
方

朝
節
米
粘
泊
米

州
向
斜
地

の
地

粥

二

芸

1
七



地

球

節

二
十
二
各

節
四
統

二
昌

l.
八

と
共
通
の
や
う
で
あ
る
｡
西
よ
か
数

へ
て
第

一
番
目
の
も
の
は
地
成
南
画
隅
の
郵
原
系
粘
板
岩
と
奥
陶
系
の
石
衣
岩

と
数
刻
す
る
も
の
で
､
第
二
番
MLLii
の
も
の
は
新
山
且
か
ら
王
大
井
の
東
に
達
し
で
居
る
｡
第
三
番
目
の
も
の
は
小
n

い
が
内
東
里
の
商
酉
に
明
に
存
在
す
る
｡
第
四
番
目
は
栗
林
下
よ
少
壮
に
向
望
草
子
里
を
過
ぎ
荷
北
に
延
び
て
居
み

兼
側
路
の
も
の
で
あ
る
｡
院
洞
里
の
北
方
で
は
向
斜
舶
及
背
斜
軸
を
磨
っ
て
面
白

い
岩
石
分
布
を

不
し
て
居
る
｡
第

五
番
目
の
も
の
は
梅
根
場
か
ら
北
酉
に
走

力
百
姓
洞
は
向
以
酉
商
的
側
が
落
ち
て
居
る
.
上
馬
出
の
北
西
は
あ
る
第

六
番
目
の
79
の
は
北
東
側
蕗
で
あ
る
｡
地
域
南
東
隅
の
泉
谷
附
近
は
褐
曲
せ
る
朗
に
断
層
が
生
じ
た
為
め
に
他
所
よ

わ
も
地
暦
の
喰
達
が
顕
著
で
あ
る
が
見
掛
程
垂
直
塵
位
は
大
で
は
を

い
.

t
七
､
l
入

断
層
運
動
の
時
期
に
陶
し
て
79
新
し

い
地
層
が
無

い
為
め
に
不
鮮
明
で
あ
る
が
附
近
の

調

査

聴
衆
を
参
考
に
す
る

と
俺
雁
配
聖
光
後
白
壁
配
前
に
起
っ
た
大
慶
動
の
後
に
先
づ
支
郷
方
向
の
も
の
が
鎮
じ
､
次

い
で
朝
鮮
方
向
の
も
の

】九

が
起
つ
写
り
し

い
｡

朝
鮮
に
於

い
て
は
自
望
紀
末
葉
に
禍
北
方
向
即
朝
鮮
方
向
の
断
裂
が
起
っ
た
の
は
件
は
れ
で
石

∴
r_..∴
1.:l=..:'∴
'∵
E

英
斑
岩
や
粉
岩
の
噴
出
が
あ
る
と
云
は
れ
で
居
る
故
静
地
域
の
甫
北
方
向
の
断
暦
も

自

重

配

未

の

塵

動
に
舶
係
が
あ

る
の
か
も
知
れ
な

い
｡

常
地
の
地
質
構
造
を
研
究
中
特
に
大
切
で
あ
る
と
感
じ
カ
事
は
先
づ
塞
武
利
並
系
敢
下
部
を
成
し
て
居
る
文
山
里

暦
と
中
部
塞
武
利
亜
系
下
部
の
林
朴
京
岩
の
分
布
を
知
る
事
で
此
に
鏑
し
て
は
中
村
教
授
か
ら
最
も
適
切
な
調
査
方

法
の
御
教
示
を
賜
は
-
非
常
夜
便
宜
を
相
克
.
若
し
両
者
の
分
布
が
別
に
さ
れ
な

い
場
金
に
は
普
地
域
で
は
調
査
が

可
成
困
難
に
成
る
｡
井
村
頁
岩
は

.I
股
に
は
化
石
に
宮

人
だ
純
色
粘
板
岩
叉
は
慕
岩
で
あ
っ
て
局
部
的
に
は
欄
曲
及

び
小
楯
動
を
な
し
穫
胤
激
し
-
衣
-
化
石
の
不
明
な
場
合
も
あ
る
が
岩
貿
上
之
を
区
別
す
る
串
が
出
水
､
厚
-
は
な



い
が
通
轍
性
を
有
す
る
故
梗
利
な
聴
準
層
と
云
ふ
姉
が
出
来
る
｡
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地

銀

節

二
十
二
各

節

印

紙

嘉

火

二
〇

縛
原
粘
板
岩
(
厚
ru六
苗
米
以
上
)

下
部
演
武
利
亜
紀
の
文
山
里
暦
に
平
行
不
整
合
に
被
覆
せ
ら
れ
る
線
色
粘
板

岩
ほ
で
多
少
雲
糠
を
含
ん
で
居
-
時
々
珪
岩
の
薄
暦
及
赤
色
の
粘
板
岩
を
挟
ん
で
居
る
｡
純
色
貼
坂
岩
は
風
化
す
れ

ば
白
色
を
帯
び
遠
方
か
ら
其
の
存
在
を
謝
め
る
革
が
出
凍
る
｡
露
出
匿
域
は
不
安
南
濃
と
黄
海
道
の
境
に
幣
以
西
芳

駒
岨
峠
か
ら
東
方
月
懸
幌
に
続

き
､
此
の
北
側
の
境
は
衝
動
に
よ
っ
て
限
ら
れ
南
側
の
境
は
文
机
里
管
下
の
平
行
不

整
合

は
よ
る
｡
他
の
露
?.T
は
南
西
隅
に
見
ら
れ
'
大
石
坂
岩
系
と
断
層
に
よ
っ
て
境
し
て
屠
る
｡
替
地
ほ
て
は
コ
レ

ニ
ヤ
を
含

む
両
党
隅
続
の
石
衣
岩
は
見
ら
れ
を

い
が
多
分
衝
動
の
為
に
現
れ
で
居
な

い
の
で
あ
っ
て
､
郷
原
粘
板
岩

.≠

は
洞
堂
隅
棟
の
コ
レ
ニ
ヤ
石
灰
岩
よ
ら
上
位
に
春
す
る
も
の
で
あ
る
と
考

へ
る
.

朝
鮮
系

朝
鮮
系
は
避
武
奥
陶
系
と
云
ふ
意
味
と
同
で
あ
っ
て
下
部
は
主
と
し
て
粘
板
岩
よ
-
威
力
上
部
は
石
衣

岩
か
ら
成
っ
て
居
る
.
朝
鮮
系
は
下
部
よ
-
上
部
に
放
縦

｡
堂
山

･
晩
達
の
三
舵
に
化
石
及
び
岩
質
に
よ
っ
て
分
け

ら
れ
る
.
発
出

･
晩
連
両
統
は
合
し
て
大
石
衣
岩
既
成
は
大
石
次
岩
層
と
呼
ぶ
革
が
あ
る
｡

松
蔑
統

厚
さ
約
八
百
米
の
松
稀
釈
は
下
部
塞
武
利
亜
紀
を

不
し
砂
土
質
沈
積
物
で
あ
る
｡
基
底
に
は
鮮
赤
色
頁

岩
が
含
ま
れ
る
事
が
あ
っ
て
時
々
プ
ロ
ト
レ
ナ
ス
を
有
し
中
部
は
主
と
し
て
砂
磐
頁
岩
よ
-
戚
-
レ
ド
-
キ
キ
動
物

群
及
び

へ
ル
シ
オ
ネ
ラ
を
含
み
上
部
は
貫
岩
質
砂
岩

よ
-,h
威
力
多
-
の

プ
チ
コ
パ
リ
ヤ
及
び
ィ
ノ
ウ
イ
ヤ
を
含

ん

で
居
る
｡
松
薙
枕
に
含
ま
れ
る
レ
ド
リ
キ
ヤ

｡
チ
ネ
ン
シ
ス
は
某
並
に
於
け
る
下
部
塞
武
利
亜
紀
の
示
準
化
石
で
あ

わ
其
の
暦
準
よ
わ
定
に
下
部
よ
カ
ブ
ロ
ト
レ
ナ
芸

産
す
る
革
よ
み
考

へ
､
他
地
方
に
於

い
て
は
プ
ロ
㌢

ス
は
中

部
塞
武
利
亜
紀
よ
-
産
す
る
け
れ
ど
も
静
地
域
で
は
下
部
塞
武
利
亜
紀
を

ポ
す
79
の
と
す
る
｡
山
東

･
候
蝕
の
鰻
頭

首
岩
静
及
び
閥
米
州
の
金
州
練
は
ブ
EL
-
レ
ナ
ス
む
度
し
で
は
唐
衣

い
が
蛤
鵡
枕
と
封
比
す
る
宜
が
出
来
る
0
之
を

.../
/.
･

.

.

.

､...ー▲1
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三
分
し
て
下
よ
-
文
机
風
樹

･
中
和
層

･
帰
山
兇
層
と
す
る
U

A

文
川
里
層

厚
ruは
所
に
よ
-
非
常
に
異
-
二
十
五
米
か
ら
甘
茄
十
米
迄
で
あ
る
｡

下
部

.i
米
乃
寅
十
米
は

僻
赤
色
粘
板
岩
洩

コ

,Jqル
ト
色
粘
板
岩
よ
-
成
～,L
敢
下
部
に
局
部
的
で
は
あ
る
が
薄

い
基
底
角
磯
岩
又
は
灘
岩
を
食

止
で
屠
る
｡
酢
赤
色
鮎
娠
岩
が
白
斑
を
有
し
て
居
る
暗
赤
色
京
岩
に
置
き
換

へ
ら
れ
で
居
る
場
合
に
は

P
TOtOtenuS

鳩

coreanicus
Sait?,
Protolenus
sp
.
オ
ガ
ラ
ス

様
の
腕
足
介
等
を
含

ん
で
居
る
事
が
あ
る
｡
例

へ
ば
駒
幌
糠

の

商

､

月
懸
脱
の
南
及
塘
洞
の
北
等
の
如
き
で
あ
る
｡
鮮
赤
色
粘
板
岩
の
上
部
に
柿
に
十
糎
ば
か
み
の
厚

ruの
磯
岩
が
春
す

る
事
が
あ
る
が
之
は
下
部
の
篠
栗
と
典
-
車
種

一
輝
草
以
下
の
球
状
或
は
囲
板
状
の
暗
線
色
貢
岩
贋
の
磯
が
黄
色
頁

岩
貿
の
吻

磐
で
腰
鮎

ru机
で
屠
る
｡
鮮
赤
色
鮎
巌
岩
の
上
に
は
二
米
叉
は

.i
水
位
の
厚
さ
の
階
線
色
珪
質
貢
岩
が
赤

し
其
の
中
に
約
十
茄
糎
厚
さ
の
磯
岩
が
含
ま
れ
て
居
る
事
が
あ
る
｡
此
の
機
岩
は
腰
粘
物
も
磯
も
石
衣
質
で
風
化
す

れ
ば
自

･
桃

｡
淡
骨
色
を
示

し
磯
は
角
形
或
は
平
岡
振
状
を
な
し
て
居
る
｡
文
山
里
暦
の
上
部
は
自
'
次
､
跳
叉
は

黄
色
の
珪
岩
よ
-
成
-
所
は
よ
･I
良
-
S
ortin
g
を
受
け
た
匿
種

〇
･五
粍
乃
至

一
種
の
石
英
囲
粒
よ
-
成
る
事
が
あ

1着
｢

る
｡
例

へ
ば
透
才
里
の
両
方
の
露
出
に
見
ら
れ
る
加

qJも
の
で
あ
る
｡
珪
岩
は
重
機
又
は

'i
部
分
を
自
･次
･桃
叉
は

淡
純
色
塊
状
の
石
灰
質
チ
ャ
ー
ト
に
よ
っ
て
程
換
さ
れ
る
事
が
藤

々
あ
み
､
石
衣
貿
チ
ャ
ー
ト
は
時
々
黒
色
金
属
貌

物
む
含

ん
で
居
る
｡

鳳
進
鬼
の
北
東
は
於
け
る
如
-
珪
岩

･
石
衣
岩

･
粘
板
岩
の
互
層
と
な
っ
て
居
る
事
79
あ
る
｡

珪
岩
は
稀
に
三

葉
鹿
の
破
片
を
含
ひ
非
も
あ
る
｡

B

申
和
暦

｡
文
山
里
層
の
上
に
整
合
は
存
す
る
中
和
暦
は
亦

･
衆
紘

･
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
色
等
の
粘
板
岩

･
貫
岩

よ
ら
成
-
色
々
な
暦
準
に

レ
ン
ズ
状
石
衣
岩
む
含

み
原
ru
は
四
宮
水
乃
東
光
百
七
十
米
で
あ
る
O
時
々
顕
著
な
含
霊

朝
鮮
非
職
泊
粥
川
向
斜
地
の
地
朝

憲

七

二
.



地

球

第

二
十
二
雀

第
四
兆

志

八

二
二

母
亦
色
砂
質
貢
岩
及
び
泥
貿
石
衣
岩
h
=j含

ん
で
居
る
が
蓮
縛
性
が
無

い
か
ら
示
準
厨
と
し
て
の
偵
倍
は
少

い
｡
中
和

骨
の
下
部
は
比
校
的
多
-
の
次
純
色
岩
石
よ
-
鹿

か
､
上
部
は
比
較
的
多
-
の
赤

色
岩
石
よ
-
成
っ
て
居
る
｡
澱
も

厚

い
石
灰
岩
は
文
川
里
暦
の
砥
ぐ
上
は
凍
る
も
の
で
局
部
的
に
は
四
十
米
以
上
の
原
ruが
あ
る
｡
中

和
静
は
寮
-
遭

孝

F
e
d
tic
hia
fa7Llna
に
よ
っ
て
特
徴
付
け
ら
れ
て
屠
ら
女

或

レ
ン
ズ
状
石
磐

石
は
無
数
の

G
irv
ane
lla
を
含
み

圃
渦
巻
石
衣
岩
と
な
っ
て
屠
る
｡

下
部
約
百
米
の
間
に
は
主
と
し
て
次
の
化
石
が
含
ま
れ
て
屠
る
.

三
基
点

R
e
d
lich
ia
c
h
in
e
n
sis
W

a)..

R
.

n
ob
ilis
W
a7..

R
.

cf.
n
ob
ilis
W
al
.,

R
I

COTe
a
n
ica
S
a
ito
,

D

ol･yP
y
g
e
Sp
.

腕
足
瓶

A
crot
reta
sp
..

B
o
tsfo
rd
ia
s
p
..

Obote
tta
sp
.

石
衣
藻

G
irv
an
elt
a
m
a

n
c
h
ur
i
c

a
Y
a
b
e
a
n
d
O
z

a

k

i

陪
純
色
貫
岩

･
紫
色
頁
岩

･
暗
次
色
叉
は
衣
色
石
衣
岩
等
よ
-
も
最
下
の
石
灰
岩
檀
上
の
黄
純
色
雷
岩
は
特
に
多

-
の
化
石
を
鹿
す
｡

下
部
の
主

音

米
乃
至

二
百
七
十
米
の
間
を
中
部
と
し
片
状
に
剥
即
し
易

い
赤
色

･
赤
紫
色

｡
贋
純
色

･
曜
純
色

等
の
粘
板
岩
及
び
数
多

の

レ
ン
ズ
状
衣
紋
色
泥
質
石
衣
岩
及
び
暗
次
色
の
所
謂
囲
渦
巻
石
衣
岩
等
よ
¢
成
っ
て
居

る
｡
樹
渦
巻
と
捕
す
る
も
の
は
普
通
五
粍
乃
至
十
五
糎
の
車
種
を
有
す
る
玉
葱
状
の
石
衣
質
圃
球
で
生
物
起
原
と
考

へ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
.
顕
微
鏡
的
ほ
特
徴

を
有
す
る
も
の
と
触
ら
ざ
る
も
の
と
あ
る
が
､
月
題
幌
の
北
西
搬
出
に

於
け
る
も
の
は
倣
米
厚
rJの
同

<i
石
灰
岩

レ
ン
ズ
ほ
で
下
部
の
も
の
棉
大
な
る
渦
巻
か
こ
ポ
し
敢

下
部
の
も
の
は
暦
面



ほ
匪
角

は
観
察
す
る
と
iI
克
糊
付
の
砥

種
を
有
し
て
属

･･3
溝
洲
其
他

の
ク
-
プ
-
.ソ
ー
ン
に
似
た
外
観
を
薫
し
て
屠

る
が
抽
倣
鋸
的
特
徴
は
有
し
て
属
な

い
｡
申
和
暦
中
部

の
中
で
著
し

い
暦
は
自

い
帥
粉
む
含

止

で
屠
る
チ

ョ
コ
レ
ー

ト
色
の
砂
異
質
岩
で
あ
っ
て
中
部

の
中
程
に
偉
し
風
化
面
に
は
淡
純
色
の
R
e
d
tich
ia

nobilis其
の
他

が
多
数
附
著

し
て
屠

る
.
併
し
岩
質
が
粗
難
夜
番
に
化
石
の
細
部
を
観
察
す
る
革
は
困
難
で
あ
る

｡
此
の
暦
の
上
約
四
十
米
の
所

に
三
光
厚
さ
の
美
し

い
鯛
状
石
衣
岩
が
春
す
る
輩
が
あ

-
又
下
約
三
十
米
の
暦
準
に

R
e
d
lich
ia
corean
ica

及
び

Redtichia
sp
.

の
破
片
を
非
常
に
樺
山
含
ん
で
居

る
厚

さ
約
八
十
糎

の
暗
夜
色
石
灰
岩
が
屡

々
凍
る
.｡
助
王
洞
の

北
方
に
は

pisotitic
な
石
衣
岩
が
鯛
状
石
灰
岩
と

一
所
に
出
で

R
e
払
lich
ia
の
破
片
を
含

ん
で
居

る
｡

p

iso
t
i

tes

は
盈
色
で
あ
っ
て
長
ru
八
粍
高
r
u
Tニ
粍
位

の
も
の
が
多
-
多
少

｢
そ

ら
ま
め
｣
に
似

て
居
る
｡
中
部
は
含
ま
れ
て
居

る
化
石
は
主
に
次
の
も
の
で
あ
る
｡

三
尭
亜

R
e
d
lich
ia
chin
ensis
W
a
ll,

R
･
n
o
b
ilis
W

al
.
an

d
H
y
p
o
st
om
a,
R
.
cor
e
a

nica
Sai
t
c
.,

R
.
c
f.
W

al

c
o
tti
M
a

n
su
y
a
n
d
H
yp
o
s

tom
a
,

R
e
d
tich
ia
sp
.

腕
足
頻

A
crot
reta
cf.
p
a
eifi
ca
W

a
ll
.
}

A
crot
re
t
a
s
p
.,

Obole
lta
sp
.V

L
政
n
g
u
te
tt
a

s
p
.
,

B
o
ts
fo
rd
ia

sp
.

腹
娃
強

H
e

lciD
ne
t
l
a

r

ug

osa
ch
in

en
sis
(W
a
l

.
)
.

H
e
t
cio
n
elta
c
f
.

rug
o
sa
ori
e

nta
l
i
s

(W
a
l.)

異
見
撤

H
y

otites
s

p
.

刑
瑚
瓶

A
r
c
h
aeocy
at
huss
p

.

石

衣

藻

G
irv
a
n
elta
m
a
n
ch
u

rica
Y
a
l
e

an
d
O
N
a
k
i

朝
鮮
紫
縮
減
米
州
向
斜
地
の
地
質

芸九,

二

三



地

球

節
二
十
二
各

節
四
批

三
吉

二
四

中
和
暦
上
限
よ
少
下
約
百
米
偉
迄
を
上
部
と
す
る
｡
主
と
し
て
含
雲
母
砂
貿
赤
色
貫
山方
及
び
味
軸
褐
色
の
片
状
に

刺
即
し
易

い
粘
板
岩
か
ら
成
少
数
暦
の
レ
ン
ズ
状
泥
貿
刺
色
石
悉

雷

含
ん
で
居
る
｡
上
部
の
中
程
に
厚

ru約
五
米

の
曙
純
色
石
衣
質
雷

石
及
昔
挽
肉
色
泥
質
石
磐

石
の
互
暦
が
あ

～,L
レ
ド
リ
キ
ヤ
を
含
ん
で
居
る
｡
併
し
極
-
似
霊

有

賀
の
も
の
が
馬
川
里
層
の
下
部
に
も
発
達
し
て
居
る
｡
露
出
地
よ
う
遠
-
離
れ
ね
意
外
な
丘
の
上
は
大
在
る
も
の
は

長

ru凹
米
幅
二
米
車
厚
さ

一
米
飴
も
あ
る
如
p
J此
の
岩
石
の
.塊
が
極

々
と
存
在
し
て
居
る
が
嘗

て此
の
岩
石
を
好
ん

で
ド
ル
メ
ン
に
使
用
し

た
ら

し

い
.
中
和
暦
最
上
部
に
は
時
々
含
雲
撒
砂
嚢
頁
岩
が
見
ら
れ
珍

ら

し

-

大
型
の

R
e
d
lich
ia
ch
in

ensis
を
含
ん
で
屠
る
｡
敢
上
部
に
は
其
の
他
の
種
々
を
岩
石
が
局
部
的
に
教
達
し
で
居

か
例

へ
ば

塊
柏
褐
色
剰
州
性
大
在
る
貢
岩
･含
雲
母
淡
褐
色
貫
岩
貿
砂
軍

黄
純
色
砂
嚢
貢
岩
各
五
粍
位
の
厚
さ
の
互
暦

(
レ
ド

-
キ
ヤ
計
含

む
)

〕

純
色
冨

石
黄
色
石
衣
質
雷

石
各
五
粍
位
の
厚
さ
の
互
暦

･
細

い
紫
候
を
有
す
る
帯
紙
色
砂
褒
賞

岩

･
暗
純
色
粘
磐

石
｡
泥
質
雅
色
石
奮

石
等
で
あ
っ
V
.
申
和
暦
と
馬
川
里
暦
と
の
頃
は
岩
質
の
み
で
は
磯
風
n
れ

難

い
事
79
あ
る
.
併
し
馬
-1
漫
暦
の
下
部
に
は
屡
々
著
し
い

G
i.rvaneila
石
悉

芸

は
其
の
分
解
は
よ
る
赤
褐
色

土
の
布
衣
す
る
事
が
あ
っ
て
目
顔
と
な
し
稗
る
事
が
多

い
｡

上
部
の
化
石
は
主
と
し
て
次
の
も
の
で
あ
る
｡

三
葉
虫

R
ed
lich
ia
ch
in

enSisW
a
)･t

R
.

c
f.

core
a

n
ic
a
Sai
t
o
,

R
e
d
ti
c
h
ia
s
p
.}

P
t
y
c
h

opa
ria
c

f.

a
ctis
W

a
].

腹
足
根

P

e
la

gi
ella
sp
.

裂
足
赦

H

y
o
lite
s
s
p
.



天柱暦十林 村 n-iI.･･

再

出

;)

帰

納
抑
米
梅

迫
米
州
的
御
地
の

地

斑

申

和

暦

ih: 文
山
里
圏

剖放 しあきgL=也HiJI･

紫色食感付髭租砂i'.'-(1米)
次株色合瞥l:].IijL,gHrrガ.I-

;妃 色 才1-次 i'.'-

糠色rl-某:.'･盟砂iL.'･

制排 し易き-i+'.t=糠色'村i枚ガ,'･

Girvanella石衣-1'lr･

iL,rt:包含貿･TiJ:砂ir.'-

刺m･I.し易き衣紋也村1-枚i'.'-

次 色 石 次 ガ,i

X eO琳

X

5

5

0

7

6

4

0

5

4

/-

′-
-
ノ

10

褐炭色nlil.J･及び粥淡色貿ガ,'lTL厨 X 15

腐蝕による小ITll桝を有す引1.だ･赦色合恕ll;J･･正ir.'･X 10

米 色 砂 紫 試 ガ,'-

チョコレート色粘横井.i

l･Jfi色及米色の細い純を和する砂gtliI1-irI一

統色弼接批氾質石次#.'･
チョコレ-1･色試iJI

米 色 砂 質iriJi'.'-

淡色 Gil･vaTlella石衣与rI-

:iiJt=地 色 Tl-メ,'-

鮎川允石加ガは 作ふ=Ltl't'色'flti枚ガ,'･

炎 色 石 火 *r.'･

llL≒ !tl:-

=11'i3枚色粘枚ガ.r･
石放質チャー ト

鮮 -;Ji色朴枚iL.'･
コバル ト色粘枇*L.'･

郵原系極 DJYi･系紋色純株射

X

X

X

nU

0
O

5

0

0

0

n
U

0

n
U

2
n
lU
6

1

LD

6

1

CXU

LD

2

1

1

4

2

1ヽ

.
-

,
1
1

-

腕
凪
瓶

Obolelta
s
p
.,

Li

n

gu
t

etta
s

pこ
A

c
r
o
t
r
e
t

a

s
p
.､

B

o
t
S
f
o
r
d
i

as
p
.
)

A
cT

Othetec
f.

m
a

t

i]ewi

er
yx

Wal
.

石
次
藻

G
i

rvaneli
am
anchu
ric
aY
abe
and

Ozaki

C

馬
川
里
圏

中
和
暦
の
上
は
整
合
し
主
と
し
て
珊
亦
色
貫
岩
貿
砂
岩
よ
-
戚
-
山
敗
に
多
数
の
レ
ン
ズ
状
石



地

球

節

二
十
二
聴

解
開
披

責

二

二
六

衣
岩

を
挟
み
百
克
十
米
乃
至

二
百
七
十
米
の
厚
さ
を
有
す
.
下
部
を
占
め
て
居
る
の
は
主
に
圃
渦
巻
石
衣
岩
で
あ
-

･

又
屡
々
白
色
石
衣
岩
及
び
黄
色
粘
坂
岩
を
仲
ふ
｡
以
上
三
者
は
菅
化
石
を
含
A
で
居
る
が
殊
に
自
色
石
衣
岩
は
著
し

い
｡
其
の
他
前
述
の
如
-
ド
ル
メ
ン
は
用
以
ら
れ
光
晴
純
色
石
坂
貿
貢
岩
帯
織
肉
色
泥
質
石
衣
岩
互
暦
が
存
在
し
局

部
的
に
は
泥
異
郷
色
石
次
岩
が
あ
る
｡
中
部
及
び
下
部
に
は
暗
紘
色
或
は
残
部t
褐
色
粘
板
岩
の
間
に

一
米
乃
至
五
光

圧
ru
の
薄
板
駅
舎
雲
母
赤
色
貫
岩
質
砂
岩

｡
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
色
好
岩

･
黄
色
含
雲
母
貢
岩
等
を
挟
ん
で
居
る
｡
敢
上

部
に
は
プ
チ
コ
パ
リ
ヤ
を
含
む
堅
戒
を
砂
岩
及
び
其
の
下
は
棟
す
る
次
色
合
化
石
石
衣
岩
が
屡
々
磯
連
す
る
.
堅
硬

夜
砂
岩
の
代
-
に
蔽
種
三
糎
位
の
鼎
色

P
is
utiteS
を
含

む
暗
次
色
石
次
岩

･
情
練
色
合
塞
母
貢
岩

･
幡
純
色
貫
岩

暗
老

若

厚
着

三
邦
の
恥
骨
等
が
警

革
が
あ
る
｡

貴
橋
東
方
は
於
け
る
成
層
序
を
上
よ
旦
ホ
せ
ば
前
官
の
如
-
ほ
な
る
｡

馬
山
里
暦
下
部
に
含
ま
れ
る
主
を
化
石
は
次
の
如
し
｡

三
葉
虫

P
ty
c
h
o
p
a
ti
a

c
f
.

actis
W
al
.,

P

ty
c
h
o
p
a
ri
a
im
p
a
r

W
al
..

A

n

o
m
o
c
a
r
e
t1a

cf
.
t
O
X
e
u
S
(W

al.
)
,

An.cf.tem
enus
(W
al
.),

A
n
.
cf
.
ir
m
a
W
a
r
.

A
n
.
sp
.Ⅶ

D
o
ry
p

y
g
e

s
p
.,

Li

s

a

n
ia

s
p
.,

F
u
c
hu
i
a

?

s
p
.
a
n
d
H
y
p
ostom
a
a
s
s
o
c
ia
ted
,

腹
足
頻

fle
lc
io
n
e
lta
r
u
g
q
S
a

(H
al
)
)
,

fle
lc
io
ne
tl
a

s
p
.

巽
凪
頻

O

r
t
h
ot
h
e
c
a
c
f
.
c
y
i
･e
n

ei
r

y

a
s
V

a
t.,

石
衣
藻

G
i

rv
anet
ta
sp.

梅
山
鼻
骨
中

部
よ
-
産

す
る主
在
る
も
の
は
次
の
如
し
｡

拭

y
o
lit
h
es
s
p

.



三
葉
虫

P

t
y

c
ho
p
a
r
f
a

a

c
lis

W

a
r

P
.
c
f.
ac
l
i
s

W
a
f.v

P
.
im
p
ar
V
a
t.
.

P
.
c
i..
Iig
e
a
V

at..

P

t
y
c

h
o
p
a
ria
s
p
.,

A
n
o
m
o
c
a
re11a
c
f.
m
a
ca
r
W
a
t.,

A
n
o
m
o
c
a
retta
sp
.,

A
g
n
ostu
s
c
h
in
e
n
sis
D
a
m
e
s
,

A
g

no
st

uss
p
.}

D

or
y
p
y
g
e
s
p
.
.

Inoll
yia
sp.

腕
足
粗

Obotu
s
s
p
.,

L
in
g
u
]e
tta
s
p
.,

Bo
t
s

fordia
s

p
..

A
c

rot
h

el
e
sp
.

異
見
瓶

O
r

t

h
ot
h
e
c
a
sp
.

掲
山
里
層
上
部

の
墜
硬
を
砂
岩

･
黄
緑
色
合
憲
母
頁
岩
質
砂
岩
･清
次
色
質
岩
及
蓑
色
合
雲
母
砂
嚢
頁
岩
互
暦
･夜

色
石
灰
岩
等
よ

-
産
す
る
韮
在
る
化
石
は
次
の
如
し
｡

三
韮
虫

P
ty
c
h
op

a
ri
a
a
ctis
W
al
.,

P
.
im
p
ar
W
al
こ

P
.
cf.

eri
opia
(W
al
.).

P
t
y

c
h
o
p
ari
a

s
p
"

P
.
cf
.
1i
g
e
a
W

a
l..

I
n

o
u
yia
c

f
.

abari
S
(

W

al.),

In
o
u
y
ia
sp
..

A
n
om
o
c
a
ret
1

a
cf
.
t
D
X
e
u
S

W
al..

A
n
.
cf.
d
au
lis

W
al
..

A
n
.
sp
.,

A
g
n
o
st
u
s
c
h
in
e
n
sis
D
a
m
e
s
,

A
g
n
o
stu
s

cf.
k
u
sh
a
n
en
sis
W

a
ll.

D
ory
p
y
g
e
c
f.
ri
ch
th
o
fe
n
i
D
a
m
e
s
,

L

i

o
st
ra
cin
a
sp
.
(L
.
c
f.
k
r
a
u
s
e
i
M
on
k
e
?)

腕
足
瓶

Obolus
s
p
.〉

B
ot
s

for
dia
s
p.
.

A
c
r
o
i;r
e
ta
sp
.

海
綿
頻

P
ro
t

o
s
p
on
bO･ia
sp
.

天
柱
屠
(楚
山
統
)

於
羅
舵
を
整
合
に
被
覆
し
て
屠
る
大
石
衣
岩
系
の
下
部
を
天
柱
暦
と
呼
ぶ
事
に
し
た
が
中
村

数
授
の
先
山
舵
と
等
し

い
意
味
の
も
の
で
あ
る
｡
天
桂
暦
は
中
部
塞
武
利
亜
紀
の
化
石
を
其
の
下
部
か
ら
多
産
す
る

が
上
部
塞
武
利
並
紀
の
化
石
は
末
だ
発
見
し
程
な

い
｡
之
は
岩
石
が
著
し
-
結
晶
質
は
な
つ
72
矯
め
化
石
が
鼻
質
し

朝
鮮
灘
梅
迫
溝
川
向
斜
地

の
地
戯

二
山ハ
三

二
七



地

球

節
二
十
二
聴

解
四
班

美
川

二

八

で
探
基
が
困
難
に
な
っ
た
の
で
あ
ら
う
｡
各
鰭
の
厚
さ
か
ら
推
測
し
て
皆
地
に
も
上
部
塞
武
利
正
系
が
存
在
す
る
も

の
と
暇
淀
す
る
O
天
杵
層
を
化
石
及
び
岩
男
に
ょ
つ
で
細
分
し

て下
部
よ
-
述
べ
る
と
次
の
如
く
在
る
｡

A

朴
材
質
岩

林
和
語

石
は
所
に
よ
わ
厚
rbが
大

い
に
異
皇

亭

玉
来
に
過
ぎ
無

い
場
所
も
あ
れ
ば
叉
百
二
十

五
米
に
連
す
る
所
も
あ
る
｡
前
に
述
べ
た
如
-
地
形
的
に
特
徴
を
持
っ
て
居
少
､
岩
質
上
他
と
憧
別
す
る
革
が
容
易

な
場
合
多
-
､
豊
富
な
動
物
群
を
戴
し
て
居
-
且
永
頂
性
が
大
で
あ
る
か
ら
'
朝
鮮
南
満
で
は
看
過
す
る
事
の
出
水

な

い
蛮
婁
な
地
層
で
あ
る
｡
平
壌
の
北
東
部
に
於
け
る
如
-
殆
化
石
を
含
ん
で
居
な

い
場
合
で
さ

へ
,温
石
貿
其
の
他

に
よ
っ
て
明
に
其
の
布
衣
を
静
め
る
事
が
Ⅲ
凍
る
｡

主
と
し
て
純
色
の
剥
排
し
易
い
誓

石
か
ら
成
っ
て
居
る
が
局
部
的
に
は
友
色
又
は
黄
色
の
貫
岩
が
多

い
事
も
あ
ら

称
に
は
育
認
色
の
剥
排
し
易

い
貫
岩
を
含
ん
で
居
る
｡
下
部
は
雄
々
化
石
を
含

む
晴
淡
色
板
状
の
石
奮

石
を
有
し
､

中
部
は

一
米
乃
至

嘉

厚
n
の
レ
ン
ズ
状
骨
次
色
石
磐

石
を
挑
み
､
上
部
は
二
-
滋
糎
厚
ruの
純
色
貫
岩
と
五

-
≡

十
糎
厚
さ
の
骨
色
撤
密
石
磐

石
の
瓦
暦
を
成
し
て
居
る
事
が
あ
る
｡
下
部
に
含
ま
れ
て
居
る
石
悉

石
は
鳥
塊
洞
の
南

に
於
け
る
如
-
低
層
堅
ポ
す
革
が
あ
わ
又
両
明
洞
の
南
に
於
け
る
如
-
匿
種
三
種
の
黒
色

P
is
o
iit
es
を
含
む
事
も

あ
る
｡
上
部
に
は
称
賛
淡
桃
色
の
貢
岩
が
挟
ま
れ
て
居
る
事
が
あ
っ
て
此
に
は

Proto
sp
on
g
ia
の
針
が
減

さ
れ
て

居
る
｡
中
和
暦
の
鮎
磐

石
に
も
屡
々
あ
る
事
で
あ
る
が
林
村
頁
岩
層
中
の
頁
岩
は
著
し
-
努
裂
性
が
磯
逢
し
て
居
る

馬
め
に
正
し
い
暦
面
が
現
れ
て
居
な

い
蔀
が
多

い
｡
多
-
の
場
<
=異
の
傾
斜
よ
-
十
皮
付
弧

い
慣
傾
斜
を
現
し
て
居

る
○豊
宮
森
化
石
は
貢
岩
及
び
石
灰
岩
の
両
者
に
含
ま
れ
て
屠
-
攻
の
如

P,も
の
が
あ
る
O



三
葉
虫

P

tychop
a
r
ia

koch
ib
e
i
W
a
L

P
.

im
par
var,W
a
ll

P
.
s
p
.,

A
g
n
ost
u
s
ch
in
e
n
s
is
D
a
m
es
,

A
g
･.
c

f.
p
a
rv
i.∫ron
s
tatelim
b
a
t
u
s
L
or
e
n
z
,

A
g
.
cf
.
c
y
ctop
h
y
g
e
f
o
m
is
S
u
n
,

Ag.c
f
.
k

ush
anensisW
al
‥

A
g.
s
p
.
,

.7)oTy
P
y
g
e
rich
th
of
e
n
i
D
am
e
s､

D
ory
py
g
e
s
p
..

S
t
e
p
h
a
n
o
ca
r

e
sp
.,

I
n
o
u
y
ia

sp
.,

Li

sa
n
ia
sp
.
,

A
n
.
cf
.
m
a
car
V
a
t..

A
n
om
o
car
etta
sp
.

()otic
h
om
etop
u
s
sp
"

Anom
oca
retta
c

f.
a
lb
i
on
W

a
7..

腕
足
粗

A
cro
t
r
e
t
a

v

enia
W

a
l.,

A
c
.
cf
.

sh
a
n
tu
n
e
n
sis
W
a
1.,

A
cTOth
ele
cf
.
m
a
t
h
e
w
i

e
ry
x

W
al
.,

A
croth
ete
s
p
.
,

L
in
g

u
te
t
t
a

c
f
.
m
a
r
c
ia
V

a
t.,

L
.
cf
.
m
an
ch
lrien
s
is

A

c
.

sp
.
,

Obolu
s
s

p
.,

W

al
.,

L

.

sp
.

異
足
瓶

H
y
otith
e
s
sp
.

梅
錦
顛

P
r
o
t
o
s
p

o
ng
la

∽p
.

B

-i
糎
板
状
石
衣
岩

厚
さ
は
三
十
米
以
上
宵
五
十
米
以
下
で
主
と
し
て
約

.E
糎
の
犀
ruは
割
れ
易

い
含
化
石

骨
炭
色
石
灰
岩
よ
-
皮

-
､
極
-
薄

い
黄
練
色
､
淡
紅
色
又
は
褐
色
の
泥
質
の
部
分
を
挟
ん
で
居
る
｡
即
此
の
泥
質

の
部
分
が
厚
さ
的

一
輝
毎
に
含
ま
れ
て
居
る
の
で
此
の
再
に
糾
っ
て
割
れ
易

い
の
で
あ
る
｡.
白
雲
質
石
衣
岩
'
青
色

細
粒
結
晶
質
塊
状
石
衣
岩
及
長
n
l一十
粧
位

の
白

い
石
衣
質
の
角
磯
を
有
す
る
石
衣
岩
等
を
局
部
的
に
含
ん
で
居

る
｡
B
暦
が
分
解
し
て
土
壌
と
在
っ
て
居
る
所
は
特
殊
夜
暗
褐
色
を
量
し
褐
蛾
鋸
の
小
磯
を
多
数
含
ん
で
居
る
.
柿

材
質
岩
に
近
い
下
部
は
局
部
的
で
は
あ
る
が
多
数
の
ア
ブ
ノ
ス
タ
ス
皮
腕
足
介
を
含
み
殆
ど
之
等
の
化
石
が
岩
石
を

糊
鮮
鴻
粘
結
粥
川
向
斜
地

の
地
Ft
l.<

芸
rl汎

二
九



地

球

作
っ
て
屠
る
親
が
あ
る
用
も
あ
る
｡

含
ま
れ
て
屠
る
化
石
は
次
の
如
し
｡

三
葉
虫

A
g
n
ostu
s
ch
in
e
n
sis
D
am
e
s.

節

二
十
二
怨

節
印
紙

二
宍

三
C
)

A

g

.
c

f.
c
h
in
e
n
sis
D
a
m
es
,

A
g
.
p
a
rvi
.どro
n
s
ta
tetim
b
atu
s
L
o
Te
nZ
.

A
g
.
c
f.
p
a
rv
ifro
n
s
ta
te
tim
b
a
tu
s
L
o
re
nz
,

A
g
.

sp
.
.

I)

orypy
g
e
cf.
ric

hthofeni
W
al
"

D
or
y
p
y

g
e
sp
..

I)olic
h

o
m
e
t
o
p
us
sp
.
}

Li
sa
ni
a
c
f.
b
u
rn
(W

a
t.),

L
isa
n
ia
s
p
.,

i･itOu
y
ia
SP
I.

A
n
o
m
o
c
ar
e
tla
sp
.

腕
凪
粗

O
bo
iu
s
cf,
dam
esi
(W
al
,
)
,

O
b
olu
s
sp
.,

A
croth
e
le
sp
.

A
cro
tre
ta
cf.
v
e
n
ia
W
a
l.,

C

.i
糎
板
状
白
雲
貿
石

衣
岩

厚
n
二
十
立
米
乃
至
宮
水
で

-L
糎
位
の
厚
さ
は
割
れ
易

い
育
炎
色
叉
は
情
友
色

中
粒
結
晶
質
白
雲
貿
石
衣
岩
か
ら
成
-
割
れ
易

い
面
に

は
極

-

薄

い
赤
色
又
は
黄
色
の
泥
質
の
部
分
を
含
ん
で
居

る
｡
斯
-
の
如

き
岩
石
は

一
般
に
は
B
厨
の
上
に
整
合
に
春
す
る
も
の
で
あ
る
が
稀
に
は
泉
谷
の
西
方
は
放
け
る
崖

は
見
る
如
-
B
厨
の

一
部
が
水
平
的
に
急
に
C
暦
は
鼻
化
す
る
｡
即
此
の
場
各
に
は
Fq
厨
の

一
部
と
C
厨
の

-i
部
と

は
同

一
暦
準
の
も
の
で
あ
る
.
地
質
問
上
に
て
B
暦
と
C
暦
と
の
間
に
不
盤
各

が
存
在
す
る
か
の
如
-
見
ゆ
る
の
は

此
の
為
で
あ
る
C

1i
糎
板
状
白
雲
質
石
衣
岩
は
此
の
地
域
の
西
部
で
は
凝
連
窓
-
淡
色
結
晶
質
塊
状
白
雲
蟹
石
衣
岩

が
其
の
付
置
を
占
め
で
屠
る
｡
C
暦
よ
-
は
化
石
を
採
集
し
得
な
か
っ
た
｡

D

粗
粒
結
晶
質
白
雲

質
石
衣
岩

白
色
､
衣
色
又
は
淡
紅
色
で

一
般
に
非
常
に
粗
粒
結
晶
質
を
塊
状
白
雲
質
石

灰
岩
か
ら
成
っ
て
屠
-
多
少
中
粒
結
晶
質
の
部
を
変

へ
て
屠
る
O
此
の
岩
石
は
打
撃
に
よ
-
硫
化
水
素
臭
を
放
つ
部



が
あ
る
｡
風
化
面
は
多
-
韻
色
で
ど
っ
-

し
て
居
る
が
斑
に
風
化
作
用
の
進

ん
だも
の
は

ル
ー
ズ
に
な
っ
て
粗

い

砂
或
は
食
塊
棟
の
外
観
を
量
す
る
｡
同
様
な
性
肇
を
捗
っ
た
岩
石
は
天
粧
暦
の
上
限
造
成
厨
し
て
屠
-
其
の
厚
さ
は

約
千
入
官
米
あ
る
｡
厚
n
千
入
官
氷
の
間
に
は
岩
質
の
異
つ
L
J部
分
を
薄
-
挟
ん
で
屠
る
の
で
此
等
を
下
よ
り
E
､

F
.
G
､
H
及
び
Ⅰ
と
呼
ぶ
革
と
す
る
｡
此
等
の
部
分
に
は
稀
に
化
石
を
見
る
罫
が
揖
凍
る
O

E

板
状
石
衣
岩
及
び
チ
ャ
ー
ト
圃
塊
を
含
む
帥
結
晶
質
白
雲
岩
質
石
衣
岩

D
層
の
基
底
よ
り
宵
三
十
米
乃
至

二
宮
七
十
米
上
部
に
存
在
し
其
の
厚
さ
は
二
十
米
で
あ
る
｡
約

.i
糎
の
厚
さ
に
剃
糾
し
易

い
板
状
石
衣
岩
で
飴
h
て氷

櫓
性
在
-
東
亜
の
南
方
と
亭
手
里
の
酉
に
於

い
て
観
察
出
凍
る
の
み
で
あ
る
｡
水
平
的
に
白
色
或
は
淡
紅
色
細
粒
結

晶
贋
塊
状
白
雲
岩
質
石
衣
岩
に
移
化
し
膏
黒
色
の
狩
衣
風
化
面
を
皐
し
チ
ャ
ー
ト
囲
塊
を
含
む
も
の
と
在
る
｡
化
石

は
東
亜
の
商
の
板
状
石
衣
岩
か
ら
辛
じ
て
程
ね
の
み
で
あ
る
.

P
ty
ch
op
ar
i
a
sp
.u

D

o

ryp
y
g
e

sp
.
.

O
b
o
tu

s
?

y

珪
貿
京
岩

E
層
よ
-
上

約
二
百
七
十
米
の
朋

に
厚
さ
十
粗
の
黄
純
色
珪
貿
貫
岩
が
あ
ら
化
石
は
含
恐
れ
て

居
を

い
.

G

昔
淡
色
刺
粒
姑
晶
貿
板
状
石
衣
岩
或
は
陪
衣
色
申
粒
結
晶
贋
白
.雲
岩
贋
板
状
石
衣
岩
と
薄

い
淡
紅
色
或
は
黄

色
泥
質
物
と
の
瓦
層
､

F
層
の
上
約
三
官
二
十
米
の
暦
準
に
あ
っ
て
此
の
暦
も
永
績
的
で
は
無
-
塊
状
白
雲
岩
磐

の
も
の
に
水
平
的
に
曝
化
し
厚
ru
は
頻
化
に
富

む
が
砧
棺
洞
の
北
方
に
於
で
は
宵
米
も
あ
る
｡
湯
池
洞
の
北
方
は
於

て
は
骨
炭
色
板
状
石
灰
岩
が

D
am
eselt
a
sp
..

A
crotreta
sp
.

等
を
含

む
o
張
付
の
北
兼
に
於

い
て
称
允
岩
層

の
等
し

い
噂
石
の
中
に

B
la
ck
w
etrleria
sp.,
A
gn
o
s
t
u

s
s
p
.,

B
r
a
c
hi
o

p
o
d
a

等
が
あ
っ
た
O

A

軸
肺
非
職
泣
米
州
向
斜
地
の
地
邪

宗

七

三
L



地

球

第
二
十
二
各

節
凹
班

員

八

三
二

H

黒
色
中
粒
粘
晶
質
自
害

石
質
の
部
分
を
含

黒

炭

色

一
糎
板
状
石
磐

石
t

G
暦
の
上
約
四
百
滋
十
米
の
所

に
あ
っ
三

晶

色
板
状
石
悉

石
は
屡
々
階
旗
色
亜
状
白
雲
岩
質
の
も
の
に
凝
る
事
も
あ
～,/

厚
さ
は
日
米
以
下
ほ
て

化
石
は
含
ま
れ
て
居
老

い
｡

Ⅰ

珪
質
貢
岩

F
暦
と
各
-
等
し
い
岩
質
の
も
の
で
厚
rJは
十
糎
以
下
で
あ
る
｡
H
滑
の
圭

一宵
米
乃
至

毒

米
の
所
に
存
在
す
る
｡

斗
岩
山
暦

育
次
色
薄
板
状
石
衣
岩

｡
塊
状
白
雲
岩
質
石
悉

革
及
び
ク
リ
プ
ト
ゾ
ー
ン
類
似
物
を
含
ひ

次
色
石
灰

岩
等
よ
ら
威
力
厚
ru約
千
三
百
米
ほ
て
天
秤
膚
を
外
観
上
盤
各
は
被
覆
し
て
居
る
｡
斗
岩
山
厨
監

石
質
は
よ
与
四
分

し
下
よ
み
逃
ぶ
れ
ば
次
の
如
し
｡

A

数
暦
の
癌
止
状
石
奮

雷

含
む
清
次
色
板
状
石
悉

石

原
rb
十
米
乃
至
五
十
米
の
膏
旗
色
板
状
石
磐

石
は
多

少
泥
次
貿
ほ
て
風
化
両
は
特
殊
な
凸
凹
を
有
し
厚
ru十
糎
位
の
嬬
虫
状
石
磐

石
を
数
暦
挟
ん
で
居
る
｡
風
化
面
に
小

型
夜
胡
瓜
赦
類
似
物
を
含
ん
で
居
る
以
外
は
何
等
化
石
を
見
出
す
罫
は
出
凍
在
か
つ
カ
が
'
天
杵
瀞
と
は
岩
質
は
於

い
て
著
し
-
異
み
A
暦
よ
と

青

五
十
米
上
の
C
暦
は
下
部
臥
龍
舵
の
化
石
を
産
す
る
故
A
暦
数
替
地
に
放
け
る
奥

陶
系
の
基
底
と
帳
定
す
る
｡

B

淡
色
又
は
黒
色
中
粒
鮎
晶
質
白
雲
岩
質
塊
状
石
衣
岩

原
ru
l一首
五
十
米
.
薫
色
白
雲
岩
男
石
衣
岩
は

ハ
ン

マ
ー
ほ
て
打
て
ば
可
成
弧

5,硫
化
水
素
臭
を
放
つ
｡
化
石
と
し
て
は
西
斗
岩
山
の
Pq暦
項
部
よ
-
腕
足
介
を
程
た
の

み
で
あ
る
｡

C

灰
色
JE
.雲
質
石
灰
岩
を
含
ひ
音
色
撤
密
板
状
石
灰
岩

厚

さ
約
千
米
｡
下
部
二
十
米
間
は
夜
色
泥
衆
質
叉
は

ー

1.t.-■~

..毒
lI]



骨
炎
色
撤
斌
石
衣
岩
ほ
て
匿
種
二
十
据
付
の
盈
色
チ
ャ
ー
-
囲
塊
を
多
数
含
み
､
風
化
面
は
嬬
血
状
の
雅
邦
叉
は
突

起
h
-有
し
且
棒
状
の
多
数
の
班
足
瓶
其
の
他

を
露
出
し
て
屠
る
｡
此
蛭
的
保
春
良
好
は
し
て
鋸
定
に
城

へ
る
も
の
は

次
の
如
し
｡

頚

是

瓶

C
oi･
ean
O
C
e
ra
S
k
e
m
ip
c
e
n
se
K
ob
a
y
a
s
h
i.

C
a
m
e
roc
e
ra
s
m
a
th
ieu
i
G
rab

au,

W
otu
n
g
o
c
e
ra
s
mi

n
o
r
iL
ob
a
y
a
sh
i.

P
ilo
cer
a
s
s
p
.

.

腕
足
頻

E
o
or
t
h
is
c
f
.
k
ic
h
o
u
en
s
is

(W

良
T
.
)
,

E
.
s
p
.
I
,

E
.

s
p
.

I
I
,

S
y
n
t
rop
h
ia

sp
.

腹
足
根

R

a

p
by
sto
m
a
sp
.

肌
用
療

A
rc
h
a
e
o
cy
a
th
u
s
ch
in
e
n
sis
G
ra
b
a
u

斧
足
根

P
te
ri
n
e
a
?
sp
.

三
葉
虫

D
o
ry
p
y
g
e
r

es
s
e
r
i

P
o
u
tse
n

に
柵
似
た
尾
部
の
み
O

以
上
の
化
石
は
大
勝
下
部
臥
寵
舵
は
属
す
る
と
考

へ
ら
れ
る
｡
C
暦
の
中
部
上
部
は
蘭
色
撤
密
板
状
石
衣
岩
及
友

色
塊
状
白
雲
貿
石
衣
岩
よ
り
成
-
.化
石
は
C
暦
の
敢
下
郷
よ
わ
上
約
凹
百
五
十
米
の
所
よ
-
腹
足
類
の

<i
種
を
得
カ

の
み
で
あ
る
｡

D

大
渦
巻
石
衣
岩

原
ru
十
米
｡
D
層
は
C
暦
の
中
に
挟
ま
れ

て居
る
暦
で
あ
っ
て
C
暦
の
最
下
部
よ
-
五
官

米
上
方
は
あ
る
｡
昭
次
色
叉
は
衣
色
の
石
衣
岩
が
匿
種
五
糎
乃
至
十
五
糎
の
渦
巻
形
の
構
造
を
量
す
る
も
の
で
渦
巻

其
の
も
の
は
拍
倣
鋸
的
特
徴
聖

ホ
ruな
い
｡
大
渦
巻
石
衣
岩
は
屡
々
炎
色
叉
は
骨
色
細
粒
結
晶
質
薄
板
状
石
衣
岩
に

よ
っ
て
置

dTJ換
へ
ら
れ
て
屠
る
｡

朝

即

鞘
脂
泊
群
州
向
斜
地
の
地

茄

1
:売

三三



地

球

節
二
十
二
裡

節
朗
雛

云
〇

三
四

開
井
犀

五
官
米
以
上
の
厚
ru
を
有
し
下
部
は
主
と
し
て
育
衣
色
泥
衣
貿
石
衣
岩
よ
み
成
-
暗
灰
色
塊
状
白
雲
質

石
灰
岩
賢

父
へ
て
居
る
｡
風
化
面
は
衆
色
で
多
-
の
焼
血
状
斑
鮎
及
び
突
起
を
有
し
頭
足
粗
及
び
腹
足
掻
の
不
鮮
明

な
化
石
む
有
し
ィJ
屠
る
C
下
洞
の
北
方
に
於
て
は
開
非
膚
の
基
底
に
近

い
骨
炎
色
石
次
岩
の
中
に
頭
足
類
腹
足
瓶
と

共
に
匿
種
二
十
糎
弾
の
ク

-
プ

ト
ゾ

ー
ン
に
似
た
葱
度
状
構
造
が
見
ら
れ
る
｡

中
部
上
部
は
音
色
撤
密
板
状
で
屡

々
方
購
石
脈
に
縦
横
に
貫
か
れ
た
石
衣
岩
及
び
育
黒
色
中
粒
結
晶
質
白
雲
岩
贋

石
灰
岩
か
ら
成
っ
て
居
る
｡

二六小
林
撃
士
は
堂
相
に
於

い

て
岩
a
ctu
rea
sp
.
を
磯
風
さ
れ
た
と
述
べ
で
居
ら
れ
.る
が
多
分
開
非
暦
の
基
底
に
含

ま
れ
て
居
る
も
の
J
事
で
あ
る
と
想
像
さ
れ
る
｡
保
有
良
好
な
化
石
は
得
る
事
が
不
可
能
で
あ
っ
た
が
開
井
暦
は
瓦

屋
購
続
に
嵐
す
る
や
う
で
あ
る
｡

第
四
系
A
古
河
成
層
と
新
河
成
層
と
に
二
分
す
る
事
が
出
来
る
.

古

い
も
の
は
泉
谷

･
張
付
の
東
方
､
及
び
鵜
川

洞
の
南
方
ほ
て
見
る
事
が
出
凍
､
下
部
避
武
利
1F.mj
鮎
磐

石
の
動
機
を
含
む
79
の
と
黄
褐
色
泥
土
と
互
暦
し
て
居
る
が

此
の
,p
の
ゝ
基
底
と
魂
留
粘
土
と
の
境
堺
は
非
常
に
不
明
瞭
で
あ
る
｡
厚

rT,は
大
約
七
米
位
と
恩
は
れ
化
石
は
見
旧

さ
れ
安

い
｡
新
村
成
層
は
黄
褐
色
泥
土
及
粘
板
岩
へ
不
悉

石
の
磯
等
よ
-,h成
-,量

河
成
層
と
は
多
分
不
整
合
鏑
係
に

あ
る
も
の
と
瓜
は
れ
る
.

錬

床

銑
躯
は
天
杵
圏

･
斗
岩
山
厨
の
二
者
に
含
ま
れ
て
居
る
が
主
と
し
て
天
杵
暦
の
中
に
あ
る
｡
鉱
床
は
石
衣
岩
中
の



普
通
交
代
軸
旋
で
あ
っ
て
初
め
黄
餓
鮎
の
昭
で
闘
魂
L
J
も
の
が
後
酸
化
rJれ
て
禍
餓
鶴
は
埠
化
せ
る
も
の
で
あ
る
C3

層
而
或
は
飾
刑!
に
.S
っ
て

レ
ン
ズ
状
叉
は
不
規
則
形
を
な
し
て
屠
る
｡
比
較
的
地
表
に
近

い
朗
に
春
し
地
下
に
降
る

縄
小
と
な
り
地
下
水
面
以
下
に
は
柿
に
し
か
存
在
し
な

い
戒
で
あ
る
｡
現
在
稼
行
し
.tJ
屠
る
も
の
は
局
部
的
に
少
最

の
糠
の
黄
餓
鋸
を
含
ん
で
居
る
が
四
十
乃
至
五
十
パ
ー
セ
ン
ト
の
=E
倖
で
あ
る
と
云
ば
れ
て
屠
る
｡
鶴
床
は
規
模
が

小
さ
-
且
永
頂
椎
が
無

い
｡
交
代
髄
様
の
附
近
ほ
は
残
留
鋤
床
が
宥
す
る
の
が
例
で
長
さ
的
十
五
蜘
ほ

て幾
分
儲
不

在
紡
錘
形
た
し
て
屠
る
袖
鎖
鋸
塊
が
厚

さ
七
米
作
の
残
留
粘
土
の
中
に
含
ま
れ
て
屠
る
｡
併
し
常
地
の
磯
田
髄
床
は

現
今
稼
行
し
程
ざ
る
縄
庇
の
も
の
で
あ
る
｡

天
杵
面
砧
橋
洞
の
北
西
約
三
市
来
の
地
鮎
に
は
(
装
武
利
並
配
布
次
岩
上
の
)
残
留
粘
土
の
上
に
黄
曲
射
後
の
褐
繊

∴
入

躯
の
数
多
の
結
晶
が
浮
き
出
て
屠
る
.
此
の
結
晶
の
形
態
に
就

い
て
は

鵜

川
平
八
郎
氏
が
地
球
第
二
十

.E
巻
第
六
就

第
五
十
五
賃
に
評
加
に
説
明
し
て
下
3.,
つ
た
か
ら
共
を
参
考
し
て
頂
き
庇

い
｡

中
村
附
託

竹
城
氏
は
本
職
に
於
て
従
妹

の
習
肘
に
牝
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